
日本放射線影響学会第 6 回キャリアパス・
男女共同参画委員会企画セミナー

11 月 14 日（木）に、百周年時計台記念館にて「日

本放射線影響学会第 6回キャリアパス・男女共同参画

委員会企画セミナー」が開催されました。

第一部では、稲葉 カヨセンター長、理事・副学長よ

り「京都大学における男女共同参画の取り組み」につい

て講演が行われました。稲葉理事は、京都大学男女共同

参画のこれまでの流れや、男女共同参画推進センターの

取り組み・ホームページ等について、4つのワーキング

グループの活動

を中心に紹介し

ました。最後に

は「男女共同参

画の実現に向け

て、女性側の意

識改革や自身の

能力を最大限に

発揮する努力が大切です。」と述べ、参加者は興味深く

聴いていました。第二部では「放射線影響科学から広が

る多様な道　～年代・性別の枠を超えて～」と題したパ

ネル討論が行われました。会場の方々のリアルタイム意

識調査を行い、放射線影響科学から広がるキャリアパス

について、経験や考えを共有しながらの活発な意見交換

がなされました。

長期履修制度

在学中に学業と出産・育児を両立することになった学生にとっては、標準修業年限での修了は難しくなります。ま

た、親の介護を担うことになった学生にとっても、同様のことが当てはまります。

留年するとなると、授業料負担が重くのしかかる上に、留年のせいで将来的に不利に扱われるかもしれません。そ

うかといって休学すると、休学中は授業を受けられず、研究費による旅費補助を受けての出張もできなくなるばかり

か、保育所の利用が認められないおそれもあります。このような不利益は、経済的・身体的に重くのしかかるだけで

はなく、場合によっては、学業自体を諦めることにもつながりかねません。

こういったジレンマが、もし長期履修制度が利用できたなら、解消するかもしれません。長期履修制度とは、大学

（院）設置基準の定めに基づく制度で、職業を有する等の事情のある学生が、標準修業年限の授業料で長期の計画的

な履修を可能にする制度です。ウェブ検索すると全国の大学（院）で導入が進んでいることが分かり、出産・育児・

介護も事情として認められているところが多いと分かります。

本学でも、この制度に関する上位規定があり、導入する準備はできています。しかし、実際に学生が出産・育児・

介護を理由としてこの制度を利用するには、学部・研究科においてこの制度を運用するための規程が整備され、利用

可能な事由として出産や育児、介護が挙げられている必要があります。農学研究科や情報学研究科など既に出産等を

理由とした利用が認められているところがあり、工学研究科でもこの 10 月から同様の手当てがなされるなど、本学

でもこの制度の導入は広がりつつあります。「京都大学　長期履修制度」で検索すると情報が手に入ります。
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特別授業　岡山県立岡山操山中学校

11 月 15 日（金）に岡山県立岡山操山中学校の生徒

19 名、引率教員 2名が東南アジア地域研究研究所を訪

問しました。

東南アジア地域研究研究所のセミナー室にて、同研究

所の帯谷 知可准教授がウズベキスタンのイスラーム・

ヴェール問題について講義を行いました。帯谷准教授

は、ウズベキスタンの 20 世紀中のヴェール根絶運動の

歴史や現代の新し

いヴェール「ヒ

ジョブ」着用問題

について、伝統的

ヴェールの実物や

様々なヴェールの

写真を見せながら

話し、「女性たち

がヒジョブを着け

るのは、一人の意志ある女性として、自分らしい生き方

や幸福を模索した結果なのではないか。」と述べまし

た。参加した生徒は、先生の話に熱心に耳を傾けていま

した。その後の質疑応答では、積極的に質問をしたり、

ウズベキスタンの伝統的ヴェールを実際に着用したりし

ました。

第 14 回女子中高生のための関西科学塾

11 月 10 日（日）に京都大学にて、「女子中高生のた

めの関西科学塾」が開催されました。このイベントは、

関西の大学が中心となり女子中高生を対象に理科実験教

室などを行う企画で、2006

年から開催しています。第

14 回目となる今回は大阪市

立大学が幹事校となり、京都

大学、神戸大学、大阪大学、

奈良女子大学、大阪府立大

学、中西金属工業株式会社な

どが参加しました。京都大学

では小グループに分かれて様々な実験を行い、大学の研

究を体験しました。

学業と出産・育児・介護の両立は難しく、志半ばで学業の継続を断念する人が後を絶ちません。場合によっては、

本人に意欲があるにもかかわらず、「育児・介護をしなければならない身で学生を続けるのは贅沢だ」とか「子ども

がいる女性に研究は無理だろう」という周りの無理解のために、不本意ながら学業を諦めるケースもあるのではない

かと想像されます。ケアが必要な人が身内にいながら学業を続けるには、たくさんのサポートとともに周りの温かい

理解が必要です。家族や社会に支えられ、育児・介護をしながら学生を続けることが、ごく当たり前の風景になる時

代が到来するよう願っています。

コラム「みんな　どうしてる？」バックナンバー　http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/column/mina/

� （文責　育児介護支援事業WG、専用アドレス：ikwg@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp）
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Women and the World フォーラム 6

3 月 3 日（火）12 時～13 時 30 分にWomen�and�the�

World フォーラム 6を開催します。ランチミーティング

となりますので、昼食をご持参ください。詳細につきま

しては、HPのお知らせをご覧ください。

女子高生・車座フォーラム 2019

京都大学女性教員懇話会セミナー

附属病院　オープンホスピタル

12 月 22 日（日）10 時より、京都大学国際科学イノ

ベーション棟シンポジウムホールにて「女子高生・車座

フォーラム 2019 」を開催しました。このフォーラム

は、男女共同参画推進センターが中心となり、女子高生

に京都大学での学生生活や研究者の仕事を知ってもらお

うという企画です。今回で 14 回目の開催となり、高校

生 111 名、保護者 49 名の参加がありました。お越しい

ただいた皆様、この度はご参加いただきありがとうござ

いました。

当日の詳しい内容につきましては、次号の第 89 号と

HPにも掲載致しますので、そちらをご覧ください。

11 月 26 日（火）12 時 15 分より男女共同参画推進セ

ンターの会議室にて、女性教員懇話会主催の懇話会セミ

ナーが行われました。国際高等教育院の吉田 万里子教

授より「平等な機会と待遇に係る労働法と社会保障法に

ついての国際比較～欧州法における「働く女性」の扱

い～」と題して講演がありました。吉田教授は、ドイツ

と日本の産休・育児制度や給付金、就業形態などを比較

し、欧州の男女均等待遇法制についても紹介され、「日

本の男女均等待遇は改善しつつあるものの、非正規雇用

や社会保険制度、法制度の遅れ等まだまだ課題があり、

一般社会・家庭内でも意識改革を行うことが大切。」と

述べられました。その後、参加者から様々な質問や意見

が寄せられ、有意義な時間となりました。

11 月 2日（土）10 時から 16 時まで医学部附属病院

外来棟アトリウムホールでオープンホスピタル（病院見

学会）が開催され、そこに病児保育室「こもも」がポス

ター参加をしました。議題は「京大病児保育室につい

て」「隔離室について」「保育室での遊びについて」で、

病児保育室の利用方法や隔離室での様子、保育室での過

ごし方等について、詳しく紹介しました。

京都大学男女共同参画推進センター

病児保育室 こもも
京大病児保育室について

保育室での遊びについて

隔離室について

京大病児保育室では、京都大学医学部附属病院と連携し、看護師・保育士が

常駐する安心できる環境において、病児の保育を行っています。

【病児保育室の現在に至るまで】

2006年 ９月 京都大学　男女共同参画推進センター設立

2007年 ２月 病児保育室設置

2009年 12月 病児保育室に感染隔離室設置

保育対象者 ➀ 京都大学教職員および学生のお子さま

➁ 生後6ヶ月から小学校6年生までのお子さま

➂ 病中・病後のお子さま(感染症等を除く)

定員 5名(隔離室を含む)

開室時間 月曜日～金曜日(除外日あり) 7：30～19：00

利用手順 入室前に事前診察が必要です。

かかりつけ医または京大病院小児科を受診し利用許可が必要です。

病院内への院内感染防止を考慮しながら京大職員や学生の利用者に

利用してもらいやすい環境を作るため、病児保育室の担当医師や京大病院ICTと

の連携により定期的に利用基準疾患を見直しています。

また、多くの方に利用していただけるように、利用者からの声を受けて

様々な見直しや変更を行い利用者数も増えてきていますが、その一方で

キャンセル待ちの場合も多く、日々状況に応じて取り組んでいます。

キャンセル待ちの増加は、引き続き今後の課題の１つとなっています。

病児保育室には、保育室と隔離室があ
ります。隔離室とは、通常の保育室と
隔てて１室、フィルター付き陰圧換気
空調と上下水道が整備されたお部屋の
ことです。

隔離室への利用は、

①伝染性疾患の急性期以外の感染症

②確定診断の付いていない嘔吐下痢や胃腸炎

③咳や咽頭炎がひどくマスク装着が困難な場合

④高熱でインフルエンザ疑いがある場合 となります。

①の伝染性疾患の急性期以外の感染症として隔離室を利用できる疾患は以下の通りです。

隔離室の利用状況は、1年の中で1～2月が1番多く利用しています。

疾患別では、寒い時期に流行するインフルエンザの利用率が1番高く、

次いでRS、胃腸炎となっています。

以前は、隔離室の利用人数を1人/日としていましたが、同じ疾患2人/日まで

利用できるように変更し、多くの児に利用してもらえるようにしています。

インフルエンザ感染症：解熱後24時間が経過した出席停止期間中

アデノウイルス感染症：発熱/咽頭炎症状のみ→高熱であっても全身状態が落ち着いている

結膜炎を伴う→症状消失し解熱後2日まで隔離室

流行性角結膜炎→利用不可

溶連菌感染症：有効な抗菌薬内服後24時間以内

マイコプラズマ感染症：マスク着用が困難な場合

RSウイルス･ヒトメタニューモウイルス感染症：乳児の利用状況により判断

胃腸炎：ノロ･ロタ不明である場合、児の状態及び保育室の状況により判断

水痘：すべての水疱が痂皮化すれば利用可

麻疹：発疹を伴う発熱が解熱し3日経過後

風疹：発疹が消失

流行性耳下腺炎：耳下腺腫脹発現後5日経過後
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「つくる」遊び…いろいろなものを作って遊びます。

☆お米ねんど…お米素材の粘土です。きれいな色をしていて扱いやすい。

☆LaQ（ラキュー）…三角四角などのパーツでいろんなものが作れます！

☆こんなことをして遊んでいます！

　病児保育室では、熱があったり、体
がしんどい時に、なるべくお家で過ご
すのと同じように、安心してゆったり
と遊べるように、心がけています。

　乳児さんが大好きなのは、音が出る
絵本とアンパンマンの自動販売機。曲
に合わせて体を揺らしたり、ジュース
の飲み真似をして遊んでいます。

　大きい子たちになると、まま
ごとや買い物ごっこ！アイスク
リーム屋さん、パン屋さん、レ
ジ打ちのおもちゃが人気です。
また、プラレールを長く繋げて
電車を走らせたり、LaQ（ラ
キュー）やお米のねんどにじっ
くりと取り組んでいるお友達も
多いです。
　そのほか、ドラえもんのすご
ろくゲームやカードゲームなど
で楽しんでいます。

　先日来てくれた４歳の女の子が「おこめねんど」
でかわいい人形を作ってくれました。

「おこめねんど」はきれいな色で扱いやすいのでみ
んな色々作ってくれます。
置いておくとすぐ硬くなるので作ったものは持って
帰ってもらっています。
このお人形は見本があったわけでなく自分で考えて
作ってくれました。長い髪の毛がとても素敵！！

　このすごいロボットは1年生の男の子が作ってくれまし
た。ラキューの作り方の本によると、このロボットに使う
ピースはなんとおよそ700個！新しく円状のパーツが加わっ
たので、腕や胴体が滑らかに動いたり、背中の武器がぐるっ
と回ったりします。そのため部品やパーツの接合部がたくさ
んありましたがひとつずつ手際よく作っていき、手伝うつも
りだった私たちは逆に教えてもらうばかりでした…
「できた！」と見せてくれた後も、角や肩、背中などにアレ
ンジしてパーツを加え、世界に一つだけのロボットが完成し
ていました！！
　お迎えの際に、お母さんに写真も撮ってもらっていました
よ
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　高等研究院物質―細胞統合システム拠点・教授
� 深澤 愛子

●化学者になって新しい物質を創りたい
科学者のルーツを辿ると、多くの場合が子供時代から
自然や科学に触れ…というのが多いですが、私自身は幼
い頃は本が好きなインドア派、科学とはあまり縁のない
幼少時代を過ごしていました。そんな私が科学者を志し
た契機は間違いなく高校時代にあります。私の母校は、
とにかく生徒の自主・自立性を重んじる学校で、まさに
「出ていない杭は打たれる」雰囲気のもと、文化祭など
の行事の企画や討論合宿で徹底的に意見をぶつけ合うこ
とで、何事も主体的に考え周囲を巻き込みながら行動す
る力がついたと思います。理系科目では実験に重きが置
かれ、自分たちで実験を計画するチャンスもあり、本当
の意味での科学の面白さに触れることができました。次
第に、新しい物質を生み出せる化学に魅力を感じるよう
になり、京大工学部工業化学科を目指すことにしたの
は、高校 3年生になった頃です。それまで学校行事や
部活のバスケットボールに熱中していたため全くの実力
不足でしたが、そこから猛勉強し、何とか合格。入学後
は、サークル活動・アルバイト・趣味を謳歌し、試験直
前になって勉強を詰め込むという当時の典型的な京大生
で、気ままな生活を謳歌していました。
●生活スタイルが一変、研究漬けの毎日に
そんな気楽な生活が一変したのは、研究室に配属され
た 4回生のときでした。新しい物質を創り出したいと
いう初心を思い起こし、有機合成化学の研究室に飛び込
みました。3回生までの実験では、結果が既に分かって
いる実験を行い基本操作や原理を習得するのに対し、研
究室ではこれまで誰も作ったことのない物質の合成に取
り組みます。最初にもらったプロジェクトは、ケイ素ど
うしの結合をもつ新しい有機化合物を合成し、その性質
を明らかにするというものでした。合成の難しさから研
究が一向に前に進まず、それまでの生活スタイルとの落
差も激しかったこともあり、心身の調子を崩しかけたこ
ともありました。でも、研究室の先輩や同期からの玉石
混交の様々なアドバイスのおかげで（笑）、「多様な考え
方に触れ、自らで考え取捨選択しながら進んでいけばい
い」と思えるようになり、何とか乗り越えられました。
その後はとにかく文献を読み漁り、時には研究室の別の
グループの先生や近隣研究室の先輩にも自分から議論を
持ちかけ、実験を重ねることで着実に解決への糸口を見
出し、3年半かけてようやくまとまった成果を出すに至
りました。当初は博士課程への進学は考えていませんで
したが、いつの間にか研究の面白さに魅了され進学し、

その後大学で研究する道を選
択し、今に至っています。私
が現在取り組んでいる研究
は、革新的材料の創製を目指
した新しい有機分子の創出で
す。優れた光・電子機能をも
つ新物質の創製は、持続可能
な社会の実現の根幹を担う重
要課題であり、かつ材料への応用に直結する可能性をも
つため、有機・無機材料問わず世界中で活発に研究され
ています。私はむしろ基礎科学としての側面に強い興味
があります。これまで実現できないだろうと考えられて
いた未踏物性や機能への挑戦は、科学の常識を覆すチャ
ンスを秘めているからです。もちろん既存の技術の改良
に確実に貢献する物質創製も重要ですが、私たちは既に
誰かが可能性を示した応用の方向性に囚われず、さらに
その先を目指し、ユニークな有機分子のデザインを起点
に、合成、機能開拓に取り組んでいます。
●今を大切に、そして楽しく
研究者である夫と結婚し、子どもが産まれてからは、
今まで研究一色だった生活は驚くほど変化しました。さ
らに京大への異動に伴い夫とは別居を余儀なくされてい
るので、研究の時間を今まで通りに確保することは非常
に困難です。それでも、「研究と育児の両立」や「ワー
クライフバランス」という言葉には抵抗があります。私
にとってワークはライフの一部であり、研究と育児は天
秤にかけられるものではなく、一方のために他方を犠牲
にすると捉えたくないからです。まずは自分と家族の健
康を第一に、あとは完璧を目指し過ぎず、頼れる人やモ
ノには割り切って頼ること。恩師の玉尾皓平先生（京大
名誉教授）の言葉である「今を大切に、そして楽しく」
をモットーに、その都度全力で取り組むしかないと思っ
ています。今は京大で自分の研究グループを主宰するよ
うになって間もなく、まだ何も大きなことは成し遂げら
れてはいませんが、これまで誰も思いもよらなかった�
＂不可能を可能にする分子”を創り出し、世界をあっと
驚かせたい。研究のワクワク感、自分の手でスゴい新物
質を生み出した瞬間の震えるような喜びを、学生、研究
員のみんなと共有し、有機化学、マテリアルサイエンス
の新境地を開拓していきたいです。

連載 : 研究者になる ! 第 75 回

編集後記
女子高生・車座フォーラム 2019 が無事終了いたしまし

た。高校生には、京都大学での学生生活や研究者の仕事につ
いて知ってもらういい機会になったことと思います。アン
ケートでいただいたご意見を来年度に生かしていきます！
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